
福島県県南地域における基本計画の概要

・電子デバイス関連産業が集積しており、企業間取引拡大や相互連携などにより、成長ものづくりを推進する。
・成長が見込まれる航空宇宙産業において、その技術を活用することにより、地域経済牽引事業を促進する。
・医療関連産業分野において、電子デバイス関連産業の産業集積を活用することにより、地域経済牽引事業を促進する。

福島県県南地域（白河市、西郷村、泉崎村、中島村、矢吹町、棚倉町、矢祭町、塙町、鮫川村）

１件あたり約0.4億円の付加価値額を創出する地域経済牽引事業を12件程度創出し、これらの地域経済
牽引事業が促進区域で1.3倍の波及効果を与え、促進区域で約6.2億円の付加価値を創出する。

《促進区域図》

《内視鏡機器》

促進区域

経済的効果の目標

地域経済牽引事業の承認要件

計画のポイント

・不動産取得税、固定資産税の減免措置を創設
・地方創生関係施策を予定（航空宇宙産業の事業環境整備や新規参入企業育成等）
・情報発信の充実 ・事業者からの事業環境整備の提案への対応

制度・事業環境の整備

（一社）産業サポート白河、（一財）ふくしま医療機器産業推進機構、福島県ハイテクプラザ及び同福
島技術支援センターほか

地域経済牽引支援機関

【要件２：高い付加価値を創出すること】

・付加価値増加分：3,626万円超

【要件３：いずれかの経済的効果が見込まれること】

●雇用者数：３％増加 ●売上げ：１％増加

●雇用者給与等支給額：１％増加

【要件１：地域の特性を活用すること（①～⑥のいずれか）】

①【地域の特性】県南地域の電子デバイス関連産業の集積 【活用戦略】成長ものづくり

②【地域の特性】東北新幹線や東北自動車道などの交通・物流インフラ 【活用戦略】成長ものづくり

③【地域の特性】森林等豊かな環境資源 【活用戦略】再生可能エネルギー・
水素・環境・リサイクル

④【地域の特性】県南地域のふくしまロボット産業推進協議会の知見 【活用戦略】第４次産業革命

⑤【地域の特性】県南地域の航空宇宙産業の技術 【活用戦略】成長ものづくり

⑥【地域の特性】県南地域の電子デバイス関連産業の産業集積 【活用戦略】医療関連産業

計画同意の日から「令和５年度末」又は「次期基本計画の
同意日」の前日のいずれか早い日まで

計画期間


